
象
徴
的
な
事
業
で
変
革
を
実
現

　
令
和
２
年
度
は
未あ

す来
の
繁
栄
に
向
け
て

大
き
く
躍
動
す
る
１
年
と
し
て
位
置
付
け

「
３
Ｃ
（
チ
ャ
ン
ス
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
・

チ
ェ
ン
ジ
）」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に

「
好
機
を
掴つ

か
み
、
挑
戦
し
、
変
革
す
る
」

こ
と
を
意
識
し
た
種
々
の
施
策
に
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
。
当
市
を
象
徴
す
る
事
業

「
移
住
・
定
住
推
進
施
策
」
で
は
、
㈱
宝

島
社
の
２
０
２
１
年
版
住
み
た
い
田
舎
ベ

ス
ト
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
４
部
門
全
て
で
、

全
国
１
位
を
獲
得
。
各
自
治
体
が
人
口
減

少
で
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
を
す
る
中
、
ま
さ

に
当
市
の
施
策
が
好
機
を
掴
み
、
挑
戦
し
、

変
革
す
る
こ
と
が
で
き
た
代
表
的
な
も
の

に
な
っ
た
も
の
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

昨
年
度
の
評
価
と
２
期
目
の
抱
負

　「
市
民
主
役
の
西
条
」
の
実
現
に
向
け

て
は
、
地
域
自
治
組
織
の
設
立
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
ま
し
た
。
今
任
期
は
、

こ
れ
ま
で
の
流
れ
を
引
き
継
ぎ
、
計
画
的

に
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
水

・
自
然
・
暮
ら
し
を
守
り
育
て
る
た
め
、

「
西
条
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推
進
」
を
具
現
化

し
ま
す
。「
住
み
た
い
西
条
」
の
実
現
に

向
け
て
は
移
住
・
定
住
推
進
施
策
に
加
え
、

わ
く
わ
く
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
の
創
設
や

が
ん
対
策
推
進
条
例
の
制
定
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
今
任
期
は
、
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
な
ど
の
ア
ク
ア
ト
ピ
ア
水
系
に
つ
い
て
、

市
民
の
憩
い
の
場
や
多
世
代
交
流
に
よ
る

に
ぎ
わ
い
空
間
の
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

「
夢
が
持
て
る
ま
ち
西
条
」
の
実
現
に
向

け
て
は
、
広
大
な
フ
ィ
ー
ル
ド
を
生
か
し

た
魅
力
あ
る
観
光
地
域
の
形
成
と
、
石
鎚

ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
パ
ー
ク
Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ
を
拠

点
と
し
た
日
本
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
大
会
や

合
宿
誘
致
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
今
任
期

は
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
応
援
す
る
ま
ち
づ
く
り

や
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
西
条
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
加
速
さ
せ
、
総
合
教
育
会

議
で
改
訂
し
た
「
西
条
市
教
育
大
綱
」
を

踏
ま
え
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

光
り
輝
く
た
め
の
教
育
環
境
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。「
つ
な
が
り
広
が
る
西
条
」

の
実
現
に
向
け
て
は
、
デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
な
ど
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
の
戦
略
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
が
一
気
に
実
を

結
び
、
移
住
・
定
住
推
進
な
ど
の
情
報
の

拡
散
が
可
能
に
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
ま

す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
流
行
が
収

束
し
た
際
に
は
、
今
後
も
継
続
し
、
台
湾

と
の
人
的
交
流
や
経
済
連
携
を
深
化
さ
せ

て
い
き
ま
す
。「
市
民
と
進
め
る
行
財
政

改
革
」
の
実
現
に
向
け
て
は
、
令
和
４
年

度
を
め
ど
に
総
合
支
所
の
在
り
方
の
再
編

に
向
け
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
諸
施
策
に
加
え
、
ま
ず
は
新

型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
円
滑
な
実
施

に
向
け
、
国
や
県
、
医
師
会
な
ど
の
関
係

機
関
と
の
連
携
を
深
め
ま
す
。

共
創
の
ま
ち
づ
く
り

　　
常
日
頃
、「
勝
ち
残
る
ま
ち
西
条
」
の

実
現
を
主
張
し
て
き
ま
し
た
。
他
者
を
思

い
や
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
忘
れ
な
い
。

市
民
・
企
業
・
行
政
が
分
け
隔
て
な
く
、

切
磋
琢
磨
す
る
。
新
た
な
価
値
を
生
み
出

す
た
め
に
前
向
き
に
考
え
行
動
で
き
る
社

会
。
こ
れ
こ
そ
が
、
真
の
意
味
で
当
市
が

目
指
す
「
持
続
可
能
な
ま
ち
西
条
」
に
つ

な
が
り
ま
す
。

　
今
ま
さ
に
、
他
者
を
思
い
や
る
気
持
ち

を
原
点
に
置
き
、
難
局
を
乗
り
越
え
る
た

め
の
一
体
感
を
醸
成
す
る
機
会
で
す
。
今

任
期
の
ス
タ
ー
ト
と
な
る
令
和
３
年
度
は

「
共
創
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
し
て

掲
げ
、
コ
ロ
ナ
後
に
お
け
る
地
域
社
会
が

真
の
意
味
で
「
持
続
可
能
な
西
条
市
」
と

し
て
発
展
で
き
る
よ
う
、
今
こ
の
時
間
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
市
政
運
営
の
礎
を
築

い
て
ま
い
り
ま
す
。

市議会３月定例会が３月３日から25日までの23日間の会期で開かれました。
昨年11月に２期目のスタートを切った玉井市長。
初日に示した新年度の施政方針と、具体的な施策の概要をお伝えします。

共創
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施政方針の
全文はホーム
ページに掲載

令和３年度　西条市施政方針主要事業

　
令
和
３
年
度
の
予
算
は
、
歳
入
水
準
に

見
合
っ
た
歳
出
構
造
へ
の
転
換
に
向
け
た

「
歳
出
改
革
」
の
推
進
、
基
金
の
取
り
崩

し
に
依
存
し
な
い
自
立
し
た
持
続
可
能
な

財
政
基
盤
の
確
立
を
基
本
に
、
編
成
を
行

い
ま
し
た
。

1 

健
や
か
に
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る

　
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

▼
健
康
無
関
心
層
へ
健
康
知
識
な
ど
を
伝

え
る
「
健け

ん
こ
う幸

ア
ン
バ
サ
ダ
ー
」
を
養
成

▼
令
和
４
年
１
月
完
成
を
目
指
し
て
「
西

条
児
童
館
」
を
整
備

▼
市
民
全
員
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
円
滑

に
実
施
（
詳
細
は
２
ペ
ー
ジ
）

▼
地
域
医
療
寄
附
講
座
の
開
設
期
間
を
５

年
間
延
長
し
、
市
立
周
桑
病
院
の
診
療

支
援
お
よ
び
救
急
医
療
体
制
を
強
化

2
豊
か
な
自
然
と
共
生
す
る
ま
ち
づ
く
り

▼
山
林
荒
廃
や
生
態
系
破
壊
の
深
刻
化
を

防
ぐ
た
め
、
経
済
・
社
会
・
環
境
の
全

て
の
側
面
で
持
続
的
に
維
持
で
き
る
よ

う
、
西
条
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進

▼
旧
西
条
市
対
象
の
「
西
條
市
地
下
水
の

保
全
に
関
す
る
条
例
」
を
廃
止
し
「
地

域
公
水
」
の
理
念
を
盛
り
込
ん
だ
市
内

全
域
を
対
象
と
す
る
新
条
例
を
制
定

▼
水
道
水
の
安
定
供
給
の
た
め
、
ひ
う
ち

地
区
に
新
た
な
配
水
池
を
整
備
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1福祉

健康づくりの推進

地域ぐるみでがん対策を実施

がん患者や家族などが安心
して日常生活を送れるよう、
「がん対策推進条例」を基に
市民や関係機関と連携して、
がん対策を推進します。

1福祉

福祉の充実

認知機能の状態を早期に把握

認知症への理解を深める取り
組みや、タブレットを使った
脳いきいきチェックで「認知
症になっても安心して暮らせ
るまちづくり」を推進します。

1福祉

子育て環境の充実

妊娠から産後ケアまでサポート

子育て世代包括支援センター
（ハピ♡すくルーム）を拠点
に、引き続き、母子ともに健
康で、安心して子育てできる
環境づくりを進めます。

1福祉

福祉の充実

センターは市内４カ所に設置

住み慣れた地域で自分らしく
暮らし続けられるよう、高齢
者の身近な生活圏域に「地域
包括支援センター」を設置し
ます。（詳細は28ページ）

2自然共生

上下水道の整備

詳細は３月号13ページを参照

簡易水道事業と西ひうち水道
事業を上水道事業に、西ひう
ち下水道事業を公共下水道事
業に統合し、さらなる効率化
と経営基盤の強化を図ります。

2自然共生

生活環境の整備

ルールを守ったごみ捨てを

道前クリーンセンターの長寿
命化および延命化を図るため
に基幹的設備改良を推進し、
ごみの分別区分や、ごみ袋の
有料化などを検討します。

1～7の分野で令和３年度に行う主な事業を紹介します



3
快
適
な
都
市
基
盤
の
ま
ち
づ
く
り

▼
西
条
市
国
土
強き

ょ
う
じ
ん靭化
地
域
計
画
を
基
に

引
き
続
き
対
象
と
な
る
橋
り
ょ
う
な
ど

の
耐
震
化
を
推
進

▼
西
条
市
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
を

基
に
、
既
存
の
公
共
交
通
体
系
の
活
性

化
お
よ
び
再
編
を
計
画

▼
中
心
市
街
地
を
東
西
に
結
ぶ
幹
線
道
路

「
喜
多
川
朔
日
市
線
Ⅱ
工
区
」
を
整
備

4
災
害
に
強
く
安
全
で
安
心
し
て

　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

▼
災
害
時
の
初
期
対
応
に
必
要
な
食
料
、

水
な
ど
の
災
害
用
備
蓄
品
を
整
備

▼
各
種
災
害
な
ど
に
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
令
和
２
年
度
か
ら
着
手
し
て
い

る
楠
河
分
団
蔵
置
所
の
整
備
を
推
進

5
豊
か
な
心
を
育
む

　
教
育
文
化
の
ま
ち
づ
く
り

▼
飯
岡
小
学
校
・
神
拝
小
学
校
北
校
舎
、

丹
原
小
学
校
校
舎
に
加
え
、
新
た
に
大

町
小
学
校
南
校
舎
の
整
備
に
着
手

6
活
力
あ
ふ
れ
る

　
産
業
振
興
の
ま
ち
づ
く
り

▼
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継
者
不
足

に
伴
う
耕
作
放
棄
地
の
解
消
な
ど
を
目

的
に
、
引
き
続
き
「
ほ
場
整
備
事
業
」

に
よ
る
基
盤
整
備
を
実
施
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3都市基盤

公園・緑地の整備

東部公園の完成イメージ

スポーツや憩いの場として活
用し、災害時の指定緊急避難
場所を含めた防災拠点とする
ため「東部公園」の完成に向
けて整備を進めます。

5教育文化

学校教育の充実

徳田小学校での授業の様子

G
ギ ガ
IGAスクール構想を着実に
推進するため、児童生徒一人
へタブレット端末１台配布し
情報活用能力の育成や、学習
環境の整備を進めます。

4安全安心

防災・減災対策の強化

災害を想定した各地区の訓練

豪雨災害や南海トラフ巨大地
震に地域で対応するため、市
民が主体となって取り組む訓
練、地区防災計画の策定など
への支援を行います。

6産業振興

農業の振興

スマート農業の実証

スマート農業加速化実証プロ
ジェクトを通じて、さらなる
農業のスマート化を目指し、
より高収益で強

きょうじん
靭な農業経営

を推進します。

5教育文化

人権・同和教育の推進

定期的に市民向け講座も開催

新たに策定した「西条市人権
文化のまちづくり基本計画」
に基づき、人権文化の根付い
た明るく住み良い西条市の実
現を目指します。

3都市基盤

港湾・河川の整備

再度被災する可能性が高い河
川を対象に「河川改修事業」
を実施し、防災インフラの整
備を進め、引き続き減災対策
に努めます。

平成16年の台風による被害

主要事業

▼
林
業
へ
の
興
味
や
関
心
を
高
め
る
た
め

市
内
小
学
校
で
森
林
学
習
を
実
施

▼
産
業
情
報
支
援
セ
ン
タ
ー
の
移
転
を
視

野
に
入
れ
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
な
ど

に
よ
る
新
た
な
経
営
支
援
体
制
を
構
築

▼
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
令
和
2
年
度
は
開
催

で
き
な
か
っ
た
「
え
ひ
め
さ
ん
さ
ん
物

語
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
事
業
」
を
実
施

▼
「
移
住
・
定
住
施
策
」
に
全
力
を
傾
注

し
、
戦
略
的
な
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
よ

る
効
果
的
な
情
報
発
信
を
実
施

7
構
想
の
実
現
に
向
け
て

▼
西
条
市
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
や
、
西

条
市
版
Ｓ
Ｉ
Ｂ
の
仕
組
み
を
活
用
し
、

地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
事
業
お
よ
び

団
体
を
引
き
続
き
支
援

▼
将
来
的
な
財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
た

め
、
今
後
一
層
の
公
共
施
設
の
適
正
配

置
や
有
効
活
用
を
推
進

▼
政
府
が
推
進
す
る
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト

ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）
で
、
市

民
生
活
と
デ
ジ
タ
ル
と
の
融
合
に
よ
る

住
民
福
祉
の
増
進
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

効
率
化
の
双
方
の
実
現
を
計
画

▼
定
型
的
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
化
を
図
る
総
合
窓
口
方
式
の
導
入

に
向
け
た
検
討
を
開
始

▼
住
民
票
な
ど
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
、
電
子

申
請
の
導
入
を
検
討
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6産業振興

林業の振興

人工林の整備

森林整備基金を活用し、森林
の多面的機能を十分に発揮で
きる森林へと誘導することで
水・自然・暮らしを守り育て
る森づくりを目指します。

6産業振興

昨年、ビジネスセミナーを開催

6産業振興

産業人材・雇用環境

各企業の担当者による研修

地域企業が抱える課題を解決
するコーディネーターを配置
し、ニーズや状況に応じた支
援で人材確保と人材定着をサ
ポートします。

6産業振興

観光産業の創出

５月に開催（詳細は14ページ）

㈱モンベルと連携した環境ス
ポーツイベント「石鎚｠西条
SEA TO SUMMIT」の開催
などを通じ、魅力ある観光地
域づくりを促進します。

7構想実現

地域コミュニティ
活動の促進

企業活動の活性化・
新規産業の創出

多世代で話し合い（小松地区）

地域自治組織設立に向けた取
り組みを強化し、地域が抱え
る課題解消に向けた活動を引
き続き支援します。

台日産業連携推進オフィス
（TJPO）と連携し、当市と
台湾双方の企業による産業連
携などを推進します。

7構想実現

西条の価値や
魅力の向上

こどもの国を複合施設に整備中

交流と転職・起業など、チャ
レンジを支援する「ひと・夢
・未来創造拠点複合施設（仮
称）」の整備を推進します。
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